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第 4 回　平成 29 年 11 月 29 日
「漆器の技術的変遷と光葉博物館所蔵漆器の活用について」
 本学名誉教授・光葉博物館顧問　武田　昭子　
　現在の日常生活からは縁遠い存在になりつつある漆は，化学製品が多用される昨今まで，塗料や塑形材として
数千年間使用され，漆文化として日本の基層文化の一要素を担ってきた。日本での漆使用の始原は約 9 千年前の
北海道函館市垣ノ島 B 遺跡に認められ，現代につながる漆塗装技法の基本的要素は，縄文時代晩期には既に確
立されていた。その後，大陸からの技術移入などを経て，漆工技術は江戸時代に頂点を極めた。
　漆器の製作は，素地作り，下地調整，塗り，加飾から構成され，需要に応じてその材料や技法を使い分け，日
常雑器，工芸品，宗教用具，武具，建築関連など多種多様な漆製品を生みだし，漆文化として継承されてきた。
　光葉博物館は歴史系博物館として発足し，有職故実関連の資料を中心に，豪農が使用していた農具や家財道具
等，学生の教育に資すべく，主に寄贈によって資料を収集してきた。有職故実関連には漆塗りの沓，烏帽子など
が，豪農の家財道具には本膳など，様々な漆器が含まれていた。本館の資料整備が求められていた平成 10～20
年頃は，各地の漆器産業が廃絶に追い込まれ，製造用具等が市中に多数出回っていた。これらより，収蔵資料の
発展的な展開のため，また，日本伝統文化の理解と継承に資するため，漆関連資料の強化に努めることとした。
　光葉博物館収蔵の漆関連資料の特徴は，漆の採取から製品まで一貫した流れが概観できるように（1）漆の採
取，精製（2）漆器製造（3）漆工品，その他から成ることにある。
（1）岩手県二戸郡浄法寺町で漆掻きに使用していた一連の道具や作業着，および掻き採った漆の木が網羅され，
当該地の「漆掻き」が復元できる。これらの資料は，昭和 21 年から漆採取に従事している同町在住の佐藤春雄
氏のご厚意による。掻き採った漆を天日にあて水分量を調整する作業「くろめ」に使用した「舟」は，輪島地域
のものである。
（2）本学収蔵の製造用具は，すべて輪島地域の漆器製造業者が使用していた。塗師の仕事場復元が可能になるよ
うに，髹漆に用いる漆刷毛等，加飾に用いる各種蒔絵筆等，塗装材料の地粉や金粉等，そして漆器乾燥のための
風呂も含む。また，木地製作のための木型，輪島漆器製作工程見本，行商に用いた蒔絵漆椀見本も含まれる。
（3）美術工芸品的要素を含む漆製品は，前述の有職故実関連資料に加え，他館からまとめて寄贈された中世から
近世にかけての瓶子や硯箱等である。寄贈された漆器は蒔絵で彩られたものが多く，時代の雰囲気を良く伝える
好資料である。これと比較して，下地に炭粉や砥粉を用いる大量生産の日常雑器は，損傷も受け易く生活に密着
している。中でも，大らかな意匠を一気に描いた漆絵の盆や器は，現在，民芸品として珍重される。
　本学もグローバル化が進められ，学生には自国の文化理解がより求められる。今後，大学博物館の使命として，
これらの漆関連資料が教育や異文化交流をより発展させていく一つの手段として，キャンパスの内外で利活用さ
れれば幸いである。
